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Ⅰ-3.ブラウザの設定 

概 要 ブラウザの設定項目とバージョンによる注意事項を説明します。

■１．Webクライアント動作環境

■３．Web利用時の設定事項 
 
 (1)注意事項 
 
 (2)ポップアップブロックの設定 
 
 (3)PDF印刷時の注意事項 

■２．終了の方法について 
 勤次郎を終了する際には、「ログアウト」ボタンを押して終了してください。 
 （Webサーバーで管理されているセッション情報をクリアして、メモリ使用量 
  を抑える為です。） 
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(1)【注意事項】 
 ①タブ機能を利用して、勤次郎Webを複複複複数数数数起動起動起動起動するとするとするとすると、、、、不正不正不正不正なななな動作動作動作動作をしますをしますをしますをします。。。。    
         
      
   原因 ：複数のタブ内で情報が共通利用される為です。    
   詳細 ：タブ１つ目に「日通 太郎」でログインして、タブを新しく作成    
              して「日通 花子」で ログインした場合、最初に「日通 太郎」 
              でログインしていた内容が「日通 花子」に変更されます。    
         タブ１、タブ２ともに「日通 花子」でログインした状態になり 
              ます。    
   回避策：タブ機能を利用して勤次郎へログインしない様、お願いします。  
         影響をご理解の上、ご利用して頂きます様、お願い致します。    
          

②１台のパソコンで、Internet Expolorer を複複複複数数数数起動起動起動起動するとするとするとすると、、、、不正不正不正不正なななな動作動作動作動作をををを    
            しますしますしますします。。。。 
      
  手順1 ：１台のPCでInternet Explorer を ２つ起動します。   
  手順2 ：１方は「日通 太郎」でログインします。   
  手順3 ：もう１方は「日通 花子」でログインします。   
  手順4 ：最初に「日通 太郎」でログインしていたのに、「日通 花子」 
            に変わってしまいます。 

手順2 手順3 

手順4 

日通 太郎でログインしていたのに、日通 花子に変わってしまいます。 

日通 太郎でログイン 日通 花子でログイン 
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     方法1）「ファイル」-「新規セッション」にてブラウザを起動してからご 
       利用ください。 
 
     方法2） ブラウザのショートカットにパラメータを追加してください。 
             "iexplore.exe" -nomerge 

方法1 方法2 

   原因 ：同じURLを利用した場合に、接続情報が共通利用される為です。  
   環境 ：ブラウザがIE7以降の場合に発生します。                      
   回避策：次のどちらかの方法でInternet Explorer を起動してからご利 
       用ください。 
       影響をご理解の上、ご利用して頂きます様お願い致します。

 ③環境依存文字（JIS第３水準、第４水準漢字等）が文字化文字化文字化文字化けするけするけするけする。 
  
  Windows VistaやWindows ７、Windows ８ではそれ以前のWindowsと比べ、 
  日本語入力で変換できる文字が追加されました。(追加された文字を「環境 
  依存文字」と呼びます。) 
  そのため、お客様の利用できる文字が増えましたが、「環境依存文字」に対 
  応していないシステムで「環境依存文字」を利用した場合、文字化け（記号 
  や数字の羅列で表示）等の問題が発生する可能性があります。 
  ※文字化けしたときは、以下の確認方法で、ご確認ください。 
    
   (1)環境依存文字の確認方法 
     文字を入力して変換する(キーボードの「スペース」キーを押す)ときに、 
    「環境依存文字」と表示されます。 
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  回避策：日本語文字コードはJISコードの第一水準と第二水準に対応してい 
      ます。その他の文字コードについては、代替文字またはひらがなで 
      入力してください。 

「環境依存文字」と表示されます。 

登録 
環境依存文字 

文字化けの例) 

環境依存文字が 
文字化けし、 

記号で表示されます。 
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 (2)【ポップアップブロックの設定】 
 
 ・Internet Explorer 11 の場合 
 
  ① ダイアログを起動する際に下記のエラーMSGが表示される場合があります。 
   

  「インターネットオプション」-「プライバシー」-「ポップアップ ブロックの設定」にて 
  許可するWebサイトのアドレスにWebサーバーのアドレスを入力して「追加」ボタンを押して 
  ください。 
 
  例1) http://www.nittsu.co.jp/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
         の場合、「www.nittsu.co.jp」を入力してください。 
 
  例2) http://192.168.1.99/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
       の場合、「192.168.1.99」を入力してください。
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  ② 下図のように画面にアドレススバーが表示される場合があります。 

  「ツール」-「インターネットオプション」- ｢セキュリティ｣にて「イントラネット」の 
  「サイト」を開きます。「詳細設定」で次のWebサイトをゾーンに追加するにWebサーバー 
  のアドレスを入力して「追加」ボタンを押し、「OK」ボタンで各画面を閉じてください。 

         ＜アドレスバーが表示される場合＞    ＜正常な表示＞ 

  例2) http://192.168.1.99/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
       の場合、「192.168.1.99」を入力してください。 

  例1) http://www.nittsu.co.jp/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
         の場合、「www.nittsu.co.jp」を入力してください。 
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 ・Google Chrome の場合 
 
  ダイアログを起動する際に下記のエラーMSGが表示される場合があります。 
    

  「設定」-「詳細設定を表示」-「プライバシー」-「コンテンツの設定」-「ポップアップ」 
   -「例外の管理」にてホスト名のパターンにWebサーバーのアドレスを入力、動作を許可に 
  して「完了」ボタンを押してください。 
 
  例1) http://www.nittsu.co.jp/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
         の場合、「www.nittsu.co.jp」を入力してください。 
 
  例2) http://192.168.1.99/KinErp/kinjirouweb/common/menunavi/k_login/k_login.aspx 
       の場合、「192.168.1.99」を入力してください。
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 ・Microsoft Edge の場合 
 
  ダイアログを起動する際に下記のエラーMSGが表示される場合があります。 
  表示された場合は「常に許可」を選択してください。 
  ※他のブラウザのような例外の設定はありません。
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  以下の操作をした場合、ポップアップブロックの例外設定が削除されますので、エラーMSG 
  が再度表示された場合は再度「常に許可」を選択してください。 
 
  「設定」-「クリアするデータの選択」-「詳細表示」にてポップアップの例外をチェック 
  して「クリア」ボタンを押した場合。 

 ・共通の設定 
 
  「ポップアップ ブロッカー」設定の解除 
  インターネット上でさまざまなコンテンツより「ポップアップ ブロッカー」が提供されて 
  おります。 
  他社コンテンツよりインストールされた製品によりポップアップがブロックされる事があり 
  ます。解除の設定が必要になりますので、ダウンロードしたコンテンツより解除を行ってく 
  ださい。



I -3-10

(3)【PDF印刷時の注意事項】 
   「印刷」ボタンを押下しても AcrobatReader が起動しない場合、次の 
    処理にて、改善されるかをご確認ください。 
 
  ①「Adobe Reader」-「編集」-「環境設定」を起動します。 
  ②「インターネット」-「Web表示用に最適化を許可」のチェックを外して 
   ご確認ください。 
 
 
   上記の設定でも改善しない場合、次の処理を行ってください。 
  ③「PDFをブラウザに表示」のチェックをはずしてください。 
 
   ※詳細は、adobe社のホームページをご確認ください。 
     URL: http:kb2.adobe.com/jp/cps/221/221157.html 


